
第４章 地域公共交通第Ⅰ部 海事行政の重要課題

第４章 使いやすい地域公共交通の
実現

第１節 離島航路の確保・維持･改善と島民の利便性向上への取組

離島地域における航路は、離島住民の日常生活や地域経済を支える重要な地域

交通手段であるが、その多くは、本土よりも深刻な少子高齢化に伴う人口減少等

による輸送人員の減少により、航路運営事業者や自治体にとって厳しい経営環境

にあり、欠損額が年々増大するなど、航路の維持が困難となっている。

国土交通省では、離島等の住民の日常生活に必要不可欠な生活航路を確保する

観点から、1952年より赤字航路に対する離島航路補助事業の運航費補助等を通じ

て航路の維持・改善に向けた取組を支援している。2011年度からは、地域公共交

通に係る補助事業が統合され、「地域公共交通確保維持改善事業」の離島航路部

分と位置付けられた。

図表Ⅰ-４-1 1994年から2014年にかけての補助対象航路輸送⼈員・⽋損額の推移

2015年度は、「地域公共交通確保維持改善事業」の予算額（約290億円）のうち、

約72億円が離島航路分とされており、離島補助対象航路121航路の事業者に対し、

従前から支援している運航費補助（欠損に対する補助）をはじめ、構造改革補助

（経営診断等で問題点や課題を把握した上、経営状況の改善や運航コストの削減に

繋がる船舶の代替建造に対する補助）、公設民営化への補助（自治体が船舶を保有

し、これを民間事業者等に貸し渡すことでコスト削減につなげる取組に対する補

助）を行っている。加えて、離島航路は、陸上交通に比べ、割高な運賃水準である

ことから、近隣の陸上交通との格差是正を図り、離島住民の運賃負担を少しでも軽

減するため、自治体と連携し、離島住民に向けた運賃割引への支援を18航路に対し

て行っている。併せて、税制においても、固定資産税の課税の特例として離島航路

事業用船舶については課税標準の1/6（一般的には内航船舶は1/2）が認められてい

るほか、 離島航路船舶を含む旅客船等に係る軽油引取税の免税措置が2017年度末

まで認められており、こうした特例は、離島航路の維持のために必要不可欠なもの

となっている。これらのスキームを活用することで、離島航路のコスト削減を進め、

航路の維持に資するよう努めているところである。

一方、離島航路には、本土等への便数が著しく少なく、通院、買い物等の離島住

民の生活維持に必要な水準が十分に確保されていない航路も少なくない。このよう

な状況に対して、2012年６月に成立した改正離島振興法の「格差是正」、「定住促

進」の趣旨を踏まえ、離島補助対象航路のうち、本土等への便数が１便／日を下回

るような利便性が著しく低い航路については、自治体及び航路運営事業者が、増便

に取り組みやすくなるよう、費用の一部を補助する制度を2013年度に創設し、航路

の確保・維持に努めている。

第
４
章

第
４
章

5554
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第２節 活性化法に基づく地域公共交通の再編
『地域公共交通確保維持改善事業』2011年〜

2015年：290億円（離島航路72億円）
地域公共交通部門に係る補助を統合し、
全体的な地域公共交通の確保・維持・改善を目的とした補助制度

地域の関係者からなる協議会による地域のニーズを踏まえた、

生活交通確保維持改善計画等の策定

（補助対象：唯一かつ赤字の航路）
◇島民生活に必要不可欠な離島航路の維持･確保のための支援

地域公共交通確保維持事業（離島航路）

【離島航路運営費等補助⾦】
・事前算定⽅式（※１）による内定制度
・補助対象経費の算出は効率的な運営を⾏った際の標準収⽀⾒込に
より求める標準化⽅式（※２）を採⽤
・⽋損額全体に対する補助充⾜率2分の１

（離島住⺠運賃割引補助)
・⾃治体、事業者等で構成される協議会において決定された
運賃割引額の２分の１を補助

※１ 事前算定⽅式：地⽅⾃治体等地域関係者で組織される協議会で策定された事
業計画の収⽀⾒込額から、標準的な収⽀⾒込額を算出して補助⾦額を計算
し、事業開始前に補助額を通知

※２ 標準化⽅式：全国の標準的な賃率や経費単価に基づき、標準的な収⽀⾒込額
を算出する⽅式

【離島航路構造改⾰補助⾦】
・⺠間、３セクの航路事業者に対して貸し渡すため船舶を
保有する地⽅公共団体に対して⽀援

・省エネルギー設備機器を備える船舶など効率化船舶へ代替
建造する航路事業者に対して⽀援

【地域公共交通活性化再⽣法に基づく交通ネットワーク再編に対する⽀援】
・旅客定期事業からデマンド型運航（海上タクシー）事業等へ
転換する場合、運営費及び船舶建造を⽀援

人口減少、少子高齢化が加速度的に進展することにより、公共交通事業をとり

まく環境が年々厳しさを増している中、特に地方部においては、公共交通機関の

輸送人員の減少により、公共交通ネットワークの縮小やサービス水準の一層の低

下が懸念されている。その一方で、人口減少社会において地域の活力を維持、強

化するためには、コンパクトなまちづくりと連携して、地域公共交通ネットワー

クを確保することが重要となっている。

このような状況を踏まえ、地域の総合行政を担う地方公共団体を中心として、

関係者の合意の下に、持続可能な地域公共交通ネットワークの再構築を図るため

、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律（以下「

活性化法」という。）」が、2014年５月21日に公布され、同年11月20日に施行さ

れた。

離島航路にあてはめると、人口減少等の一層厳しい地域では、従来通りの旅客

定期航路事業の形態よりも、例えば、不定期航路事業等に転換した方が、地域住

民の需要にきめ細やかな対応が可能となり、生活の足としての交通手段を引き続

き確保することが期待できる。

このため、自治体で地域公共交通再編事業を実施するための地域公共交通再編

実施計画を策定し、国土交通大臣の認定を受けると、離島航路補助を受ける旅客

定期航路事業からデマンド運航等に転換するケースについて、2015年度より国庫

補助の対象に位置付けた。
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離島航路等の地域公共交通が、その安全性を確保しつつ、バリアフリー化の促進

等利便性、快適性を一層高めることで活性化を図ることは、地域社会を支える上で

喫緊の課題となりつつある。

このような背景から、2015年２月に閣議決定された交通政策基本計画においては、

バス、タクシー、乗用車等の自動車に乗って乗船した旅客が、自動車から降りるこ

となく航海することのできるカーフェリー等（バスフロート船）を活用する海陸連

結型の交通システムの開発が盛り込まれた。

海陸連結型の交通システムについては、高齢の方や障害のある方の乗下船時の負

担軽減が図られることはもちろんのこと、乗合タクシー等陸上のオンデマンド型公

共交通機関と組み合わせることで、自宅から駅、病院まで車から降りることないド

アtoドアの移動を可能にすることから、港から駅等まで徒歩が強いられるいわゆる

交通結節点問題の解消につながることや、さらには観光への利用により地域の活性

化にも役立つものと期待されている。

海事局は、海上交通の抱える課題の解決や地域活性化に資するべく、（独）海上

技術安全研究所が国土交通省からの委託を受け実施した実船実験（下写真）の成果

も踏まえつつ、カーフェリー等の車両甲板にかかる安全規制の検討を進め、 2015

年４月、バスフロート船の安全管理規程の作成指針をはじめとする安全基準を策定

し、海陸連結型の交通システムを構築するための環境整備を図ったところである。

【実験風景】

第３節 海陸連結型の交通システムの構築 コラム
ＮＨＫ連続テレビ小説「まれ」で話題の輪島市から舳倉島へ行こう！

NHKの平成27年前期連続テレビ⼩説「まれ」の舞台になったことで、今、世間
から⽯川県の輪島市が⼤変注⽬されております。⽯川県の各駅で臨時バスの運⾏
が開始されるなど各地で観光客誘致の動きがあり、北陸新幹線⾦沢駅開業とも相
まって、多くの⼈がこの地に訪れております。
そして、その輪島市の対岸北の約50km先に、舳倉島という魅⼒の離島があるこ

とは皆さんご存じでしょうか？
世間を賑わす「まれ」ブームの中、輪島市当局では、「⼀⼈でも多くの観光客

が舳倉島に訪れることを強く望んでいるので、⿂釣りやバードウォッチング、絶
景などが楽しめる舳倉島の魅⼒をこの機会にＰＲしたい。輪島市に訪れた際には
、是⾮、舳倉島へももう⼀歩⾜を伸ばして⽴ち寄って欲しい。」との思いを述べ
ていました。知る⼈ぞ知る⾃然豊かな⽇本最後の秘境（？）舳倉島について、今
回主な観光スポットをご紹介するとともに、今後の旅⾏先の⼀つとして検討して
頂ければ幸いです。
なお、へぐら航路(株)は、昭和55年から補助対象となっており、１⽇１往復、

⽚道１時間半かけて輪島市と舳倉島間を運航し、離島の⽣活や産業等を⽀える地
域の公共交通の重要な役割を果たしています。

【 主な観光スポット 】
○海⼥の素潜り漁
※海⼥たちがアワビやサザエをとるため海に潜る姿を⾒ることができます。（７⽉〜９⽉）

○バードウォッチング
※世界中のあらゆるところから渡り⿃が休息に訪れます。

○フィッシング
※イシダイ、マダイ、クロダイ、ヒラマサ、ガンド、ヒラメ、メバル等が釣れます。

○社寺
※奥津⽐咩神社をはじめとする数多くの神社と寺が点在。

○天体観測
※観光客のための宿泊施設があります。

○透き通った美しい海と⼼温かい⼈々
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